
はじめてのハッピーバースデイ
平成20年12月に生まれた満１歳のお友だちです。

たっこ
1月号広報 2010

平
成
21
年
度
田
子
町
表
彰
条
例
被
表
彰
者

（
順
不
同
）

◎
貯
蓄
、
納
税
、
消
防
及
び
統
計
に
貢
献

　
（
条
例
第
２
条
第
１
項
第
11
号
）

【
納
税
に
貢
献
】

▽
坂
本　

廣
さ
ん
（
75
歳　

道
前
）
道
前
納
税
貯

蓄
組
合
長
17
年
1
月
〈
前
列
中
央
〉

【
消
防
に
貢
献
】

▽
宇
藤
堅
一
さ
ん
（
60
歳　

宮
野
）
消
防
団
員
30

年
1
月
、
副
団
長
〈
前
列
右
か
ら
２
人
目
〉

▽
山
下
耕
治
さ
ん
（
58
歳　

柴
倉
）
消
防
団
員
30

年
1
月
、
分
団
長
〈
前
列
右
か
ら
４
人
目
〉

▽
田
川
栄
造
さ
ん
（
52
歳　

上
相
米
）
消
防
団
員

30
年
1
月
、
副
分
団
長
〈
後
列
右
か
ら
２
人
目
〉

▽
中
村
幸
司
さ
ん
（
53
歳　

嘉
沢
）
消
防
団
員
31

年
1
月
、
部
長
〈
後
列
右
か
ら
３
人
目
〉●沢田桃

ももこ

子 ちゃん
Ｈ20.12.15

（茂市・女の子）
ハッピーバースデー桃
やん☆　探検・冒険・
大発見 !!　元気に育っ
てね。

●宮川　漣
れん

 ちゃん
Ｈ20.12.15
（下田子・男の子）

お兄ちゃんが大好きで
す。たまにケンカもす
るけど、ずっと仲のい
い兄弟でいてね。

●澤頭菜
な な

々 ちゃん
Ｈ20.12.20
（干草場・女の子）

いつもニコニコいい笑
顔。これからも莉乃お
姉ちゃんと仲良く遊ん
でね。

▽
櫻
川　

操
さ
ん
（
54
歳　

関
下
）
消
防
団
員
30

年
1
月
、
班
長
〈
欠
席
〉

　

11
月
10
日
、
役
場
で
平
成
21
年
度
田
子
町
表
彰

条
例
に
よ
る
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
表
彰
式

で
松
橋
良
則
町
長
は
「
皆
様
は
、
町
勢
発
展
に
寄

与
さ
れ
、
ま
さ
に
町
民
の
鑑か

が
み

と
も
い
う
べ
き
方
々

で
す
。
今
後
も
、
一
層
の
ご
支
援
を
お
願
い
し
ま

す
」
と
式
辞
を
述
べ
、
受
賞
者
一
人
ひ
と
り
に
表

彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

　

受
賞
者
を
代
表
し
て
坂
本
廣
さ
ん
が
、「
本
日

の
表
彰
は
、
ひ
と
え
に
関
係
者
各
位
の
温
か
い
ご

指
導
、
ご
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
私
た
ち
は
、

本
日
の
受
賞
の
感
激
と
喜
び
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
町
発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
の
た
め
、
今
後

も
よ
り
一
層
精
励
し
ま
す
」
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。

平
成
21
年
度
田
子
町
条
例
表
彰

表彰される田川栄造さん

謹
賀
新
年
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2今月の話題
問のマークは「お問い合わせ先」の意味です

田
子
町
職
員
の
給
与
・
定
員
管
理

等
に
つ
い
て

区分 内　容 国の制度との異同

扶養
手当

配偶者　　　　　　　 　13,000円
配偶者以外
・１人目 (配偶者有 )　　  6,500円
・〃 (配偶者無 )　　　　11,000円
・２人目以上　　　　　　 6,500円
・満16歳の年度始めから
　　満22歳の年度末までの子
　　　　　１人につき5,000円加算

同

住居
手当

借家（借間）限度額　　 27,000円 同

通勤
手当

交通機関等利用者限度額 55,000円
交通用具使用者限度額     24,500円

同

(1)人件費の状況（普通会計決算）

区分
住民基本
台帳人口
(21.3.31)

歳出額
Ａ

実質収支
人件費
Ｂ

人件費率
（Ｂ／Ａ）

（参考）
19年度の
人件費率

20年度
人

6,888
千円

4,109,446
千円

100,111
千円

798,362
％

19.4
％

21.9

※人件費には、町長・教育長・議員・各種委員に支給される給料・報酬・
共済費等を含みます。

(2)職員給与費の状況（普通会計決算）

区分 職員数
Ａ

給与費 １人当た
り給与費
（Ｂ／Ａ）給料 職員手当

期末・
勤勉手当

計Ｂ

20年度
人

92
千円

353,603
千円
48,729

千円
131,567

千円
533,899

千円
5,803

※職員手当には、退職手当を含みません。

(3)職員の平均給料月額及び平均年齢の状況（平成21年12月１日現在）

区分
一般行政職 技能労務職

平均給料月額 平均年齢 平均給料月額 平均年齢

田子町 332,116円 45.9歳 223,106円 35.3歳
国 325,521円 41.5歳 285,548円 49.2歳

 
(4)職員の初任給の状況（平成21年12月１日現在）

区　分

田子町

決定初任給
採用２年経過日
給料月額

一般行政職
大学卒 170,478円 183,942円

高校卒 138,699円 148,302円

(7)職員手当の状況（平成21年12月１日現在）
区分 田子町 国

期
末
手
当
・
勤
勉
手
当

　　　　　期末手当　勤勉手当
 ６月期　　1.25月分　0.675月分

12月期　　1.45月分　0.725月分

 　計　　　2.70月分　1.40月分

職制上の段階、職務の
級等による加算措置　　　

有

　　　　　期末手当　勤勉手当
 ６月期　　1.25月分　0.70月分

12月期　　1.50月分　0.70月分

 　計　　　2.75月分　1.40月分

職制上の段階、職務の
級等による加算措置　　　

有

退
職
手
当

（支給率）   自己都合　勧奨・定年
勤続20年　23.50月分　30.55月分
勤続25年　33.50月分　41.34月分
勤続35年　47.50月分　59.28月分
最高限度額　59.28月分　59.28月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～20％加算）

１人当たり平均支給額　25,222千円

（支給率）   自己都合　勧奨・定年
勤続20年　23.50月分　30.55月分
勤続25年　33.50月分　41.34月分
勤続35年　47.50月分　59.28月分
最高限度額　59.28月分　59.28月分
その他の加算措置

定年前早期退職特例措置
（２～20％加算）

※退職手当の１人当たり平均支給額は、平成20年度に退職した全職種に
係る職員に支給された平均額です。

(5)職員の経験年数別・
　学歴別平均給料月額の状況（平成21年12月１日現在）

区分
経験年数
10～14年

経験年数
15～19年

経験年数
20～24年

一般行政職
大学卒 262,251円 301,653円 352,440円
高校卒 238,590円 256,133円 292,892円

技能労務職 高校卒 196,119円 243,243円 248,688円

※経験年数とは、卒業後直ちに採用され引き続き勤務している場
合は、採用後の年数をいうものです。

(6)一般行政職の級別職員数の状況（平成21年12月１日現在）
区分 １級 ２級 ３級 ４級 ５級 ６級 計

標準的な
職務内容

主事 主査 主幹
総括主幹、
グループリーダー、
保育園長等

副
参事

参事

職員数
人
4

人
10

人
29

　人
7

人
14

人
8

人
72

構成比
％
5.6

％
13.9

％
40.3

　％
9.7

％
19.4

％
11.1

％
100

参　

考

１年前の
構成比

％
4.0

％
14.9

％
40.5

　％
9.5

％
18.9

％
12.2

％
100

５年前の
構成比

％
17.2

％
10.3

％
33.4

　％
20.7

％
9.2

％
9.2

％
100

※１．田子町の給与条例に基づく給料表の級区分による職員数です。
　２．標準的な職務内容とは、それぞれの級に該当する代業的な職
　　務です。

　

町
職
員
の
給
与
・
定
員

管
理
に
つ
い
て
は
、
地
方

公
務
員
法
な
ど
の
規
定
に

基
づ
き
条
例
等
で
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
状
況
に
つ
い
て
、

町
民
の
み
な
さ
ま
へ
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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問 田子町役場総務課総務グループ　☎２０－７１１１
●詳しくは町のホームページをご覧ください。
　http://www.town.takko.aomori.jp/

ト
ピ
ッ
ク
ス

青
森
県
男
女
共
同
参
画
セ

ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ

ジ
in
田
子

　

11
月
21
日
、
タ
プ
コ
ピ
ア
ン

プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
で
「
見
つ
め
よ

う
、
大
切
な
自
分
の
命
〜
『
余

命
１
ヶ
月
の
花
嫁
』
か
ら
の
メ

ッ
セ
ー
ジ
〜
」
と
題
し
て
、
青

森
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
カ
レ
ッ
ジ
in
田
子
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
一

人
ひ
と
り
が
幸
せ
な
人
生
を
送

る
ヒ
ン
ト
と
し
て
〝
男
女
共
同

参
画
〞
を
考
え
て
い
た
だ
く
た

め
に
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

　

会
場
で
は
、
２
０
０
７
年
７

月
に
Ｔ
Ｂ
Ｓ
で
放
送
さ
れ
た
ド

キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
番
組
、「
余

命
１
ヶ
月
の
花
嫁
〜
乳
が
ん
と

闘
っ
た
24
歳　

最
後
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
〜
」
の
モ
デ
ル
で
あ
る
故

長
島
千
恵
さ
ん
の

恋
人
、
赤
須
太
郎

さ
ん
を
招
き
、
そ

の
番
組
の
上
映
と

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の

中
で
赤
須
さ
ん
は

「
千
恵
は
が
ん
が

再
発
し
て
も
、
明

る
く
前
向
き
だ
っ

た
。
千
恵
の
姿
を

通
し
て
、
生
き
る

こ
と
の
大
切
さ
と

乳
が
ん
検
診
の
重

要
性
を
知
っ
て
ほ

し
い
」
と
語
り
ま

し
た
。

千恵さんについて語る赤須さん（右から２人目）

(8)特別職の報酬等の状況（平成21年12月１日現在）
区　分 給料月額等

給　

料

町　長
副町長
教育長

６１０，４００円
（不在）

４４４，８００円

報　

酬

議　長
副議長
議　員

２８３，０００円
２４０，０００円
２２５，０００円

期
末
手
当

町　長
教育長

 ６月期　１．４５月分
12月期　１．５５月分

議　長
副議長
議　員

 ６月期　１．４５月分
12月期　１．５５月分

(9)部門別職員数の状況と主な増減理由（平成21年12月１日現在）
職員数 対前年

増減数 主な増減理由
平成20年 平成21年

一
般
行
政
部
門

議　　会
総務企画
税　　務
民　　生
衛　　生
労　　働
農林水産
商　　工
土　　木

2
23
6
19
6
0
10
2
6

2
23
6
18
6
0
10
2
5

0
0
0

△1
0
0
0
0

△1

保育園への看護師配置及び
　退職者不補充

事務の集中化による職員減

小　　計 74 72 △2
特別行政
部門

教　　育 18 17 △1 学校用務員削減による

小　　計 18 17 △1

公営
企業等
会計部門

病　　院
水　　道
その他

21
4
28

19
4
27

△2
0

△1

保育園への看護師配置及び
　退職者不補充

退職者不補充

小　　計 53 50 △3
合　計 145 139 △6

※職員数は一般職に属する職員数です。（教育長除く）

(10)職員の福祉制度の状況
項　目 概　要

共済制度 青森県市町村職員共済組合の制度による

健康診断
（平成20年度）

定期健康診断　（35歳を除く40歳未満）　　34名
　　〃　　　　（35歳及び40歳以上）　　　52名

（※特定検診）
人間ドック　　日帰り（35歳以上）　　　　38名

（うち被扶養者１名）
　　〃　　　　脳検診（45歳以上）　　　　 ８名
がん検診　　　胃がん　　　　　　　　　   16名

互助会組織

名　称 田子町職員互助会 きさらぎ会

加入者
常勤の職員（診療所
等除く）及びタプコ
ピアンプラザ職員

常勤の職員
（診療所・老健）

主たる事業
冠婚葬祭時の給付
地産地消事業等

冠婚葬祭時の給付
環境整備事業等

主たる財源 会員会費 会員会費



4トピックス

の
ト
ナ
カ
イ
」
を
元
気
い
っ
ぱ

い
歌
い
、
点
灯
式
を
楽
し
み
ま

し
た
。
約
３
メ
ー
ト
ル
の
に
ん

に
く
ツ
リ
ー
は
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
に
彩
ら
れ
、
夜
空
を
照
ら

し
ま
し
た
。

じ
ゅ
う
ね
の
実
採
り

　

11
月
12
日
、
清
水
頭
小
学
校

で「
じ
ゅ
う
ね
の
実
採
り
作
業
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

じ
ゅ
う
ね
の
実
を
採
る
と
い
う

作
業
を
通
し
て
、
収
穫
の
喜
び

を
感
じ
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

も
の
で
、
じ
ゅ
う
ね
の
会
が
中

心
と
な
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

た
交
通
指
導
隊
田

子
支
隊
で
は
児
童

へ
の
朝
の
街
頭
指

導
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。

に
ん
に
く
ツ
リ

ー
点
灯
式

　

12
月
１
日
、
田

子
町
役
場
前
で
に

ん
に
く
ツ
リ
ー
点

灯
式
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
に
ん
に
く

ツ
リ
ー
は
、
来
年

度
の
に
ん
に
く
と

べ
ご
ま
つ
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る

た
め
に
行
わ
れ
る
も

の
で
す
。

　

点
灯
式
に
招
待
さ

れ
た
田
子
保
育
園
の

園
児
た
ち
は
、
に
ん

に
く
ツ
リ
ー
に
灯
が

と
も
る
と
歓
声
を
あ

げ
て
喜
ん
で
い
ま
し

た
。
ま
た
外
国
語
指

導
助
手
の
ジ
ョ
エ
ル
・

グ
ル
ー
ウ
ェ
ル
さ
ん

が
扮
す
る
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
か
ら
一
足
早

い
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受

け
取
っ
た
後
、「
赤
鼻

交
通
死
亡
事
故
ゼ
ロ
記
録

１
０
０
０
日
達
成

　

平
成
19
年
３
月
９
日
か
ら
続

く
田
子
町
の
交
通
死
亡
事
故
ゼ

ロ
が
、
12
月
２
日
で
１
０
０
０

日
を
達
成
し
、
３
日
、
三
戸
警

察
署
で
交
通
安
全
活
動
に
貢
献

し
た
三
戸
地
区
交
通
安
全
協
会

田
子
支
部
と
三
戸
地
区
交
通
指

導
隊
田
子
支
隊
に
表
彰
状
が
贈

ら
れ
ま
し
た
。
交
通
安
全
協
会

田
子
支
部
で
は
、
交
通
事
故
の

多
発
し
て
い
る
危
険
箇
所
や
交

通
量
の
多
い
場
所
へ
、
の
ぼ
り

や
看
板
の
設
置
、
反
射
材
の
配

布
な
ど
広
く
交
通
安
全
へ
の
広

報
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

ね
の
実
だ
け
を
取
り
出
し
、
か

い
り
き
君
と
名
付
け
ら
れ
た
油

を
搾
る
機
械
に
入
れ
る
と
、
ゆ

っ
く
り
と
金
色
の
じ
ゅ
う
ね
油

を
搾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
滴
一
滴
じ
ゅ
う
ね
油
が
滴
る

た
び
に
、
生
徒
た
ち
か
ら
は
歓

声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
最
後
に

じ
ゅ
う
ね
油
を
み
ん
な
で
な
め

て
み
る
と
、
一
斉
に
「
お
い
し

い
！
」
と
い
う
声
が
あ
が
り
ま

し
た
。

今
回
の
じ
ゅ

う
ね
の
実
採

り
は
清
水
頭

小
学
校
で
は

初
め
て
の
試

み
で
す
。

　

清
水
頭
小

学
校
で
は
６

月
に
学
校
裏

に
あ
る
学
校

菜
園
に
じ
ゅ

う
ね
を
植

え
、
10
月
初

旬
に
刈
り
取

り
乾
燥
さ
せ

て
い
ま
し

た
。
今
回
は

そ
の
じ
ゅ
う

ね
と
、
じ
ゅ

う
ね
の
会
が
栽
培
し
て
い
た
じ

ゅ
う
ね
の
実
採
り
を
行
い
ま
し

た
。

　

最
初
に
生
徒
た
ち
は
、
自
宅

か
ら
持
ち
寄
っ
た
「
ま
ど
り
」

と
呼
ば
れ
る
道
具
を
使
っ
て
じ

ゅ
う
ね
の
実
を
取
り
出
し
ま
し

た
。
初
め
て
の
体
験
に
、
生
徒

た
ち
は
勢
い
よ
く
ま
ど
り
を
振

り
下
ろ
し
て
い
ま
し
た
。

　

次
に
「
箕み

」
で
ほ
こ
り
を
取

り
、「
唐と

う
み箕
」
で
ゴ
ミ
を
飛
ば

し
ま
し
た
。
き
れ
い
に
じ
ゅ
う

大きな声で歌います。「真っ赤なお鼻の～♪」

力を合わせてじゅうねの実をふるいにかける

表彰された三戸地区交通指導隊支隊長、萩原則好氏



　
5 トピックス

　

前
回
は
、
第
３
章
「
権
利
と
責
務
」、
第

４
章
「
情
報
共
有
の
あ
り
方
」
に
つ
い
て
ご

紹
介
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
第
５
章
と
し
て

「
参
画
と
協
働
の
推
進
」
を
ご
説
明
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
参
加
と
協
働
の
原
則
、
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
、
推
進
体
制
に
つ
い
て
定

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

◆
第
５
章　

参
画
と
協
働
の
推
進
（
第
13
条
〜

第
15
条
）

（
参
画
と
協
働
の
原
則
）

第
13
条　

町
は
、
協
働
に
よ
る
地
域
運
営
を
推

進
す
る
た
め
、
町
民
の
地
域
活
動
お
よ
び
町
政

へ
の
参
画
が
促
進
さ
れ
る
よ
う
に
必
要
な
措
置

を
講
ず
る
も
の
と
す
る
。

２　

町
は
、
前
項
の
措
置
を
講
ず
る
に
あ
た
っ

て
は
、
町
民
活
動
の
自
主
性
お
よ
び
自
立
性
を

尊
重
し
、
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
お
こ
な
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３　

町
民
は
、
町
民
活
動
に
対
す
る
理
解
お
よ

び
地
域
を
構
成
す
る
者
と
し
て
の
自
覚
を
深

め
、
参
加
お
よ
び
協
働
に
つ
と
め
る
も
の
と
す

る
。

【
解
説
】

○
「
定
義
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
協
働

と
は
、
町
民
、
事
業
者
、
町
お
よ
び
議
会
が
お

互
い
に
果
た
す
べ
き
責
務
を
認
識
し
、
お
互
い

の
立
場
を
対
等
な
も
の
と
し
て
尊
重
す
る
考
え

の
も
と
、
公
共
的
な
目
的
を
は
た
す
た
め
、
協

力
し
て
働
く
こ
と
を
い
う
。

○
協
働
に
よ
る
地
域
運
営
と
は
、
田
子
と
い
う

地
域
社
会
を
に
な
う
構
成
員
と
し
て
の
町
民
、

事
業
者
、
町
、
議
会
が
地
域
の
公
共
の
場
・
サ

ー
ビ
ス
・
財
を
共
に
に
な
い
地
域
を
共
に
さ
さ

え
る
こ
と
を
さ
し
て
い
る
。

○
協
働
に
よ
る
地
域
運
営
に
と
っ
て
、
町
民
の

参
加
は
根
本
的
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
町

は
町
民
の
参
加
と
地
域
活
動
を
促
進
す
る
つ
と

め
を
も
つ
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

町
民
も
、
そ
れ
に
対
し
て
、「
地
域
を
担
う
一

員
で
あ
る
こ
と
」「
要
望
の
み
で
な
く
、
知
恵
・

労
力
な
ど
で
地
域
・
町
政
に
貢
献
す
る
こ
と
の

必
要
」
と
い
う
自
覚
を
深
め
、
参
画
と
協
働
に

つ
と
め
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

○
現
在
（
平
成
20
年
度
）
の
「
田
子
町
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
会
議
」
に
お
け
る
「
協
働
の
地
域

社
会
」
に
む
け
て
の
施
策
提
言
事
業
を
も
と
に
、

協
働
に
よ
る
地
域
運
営
を
い
っ
そ
う
進
展
さ
せ

る
こ
と
の
想
定
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

（
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
推
進
）

第
14
条　

町
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が

促
進
さ
れ
る
よ
う
に
地
域
担
当
職
員
制
度
な
ど

の
必
要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
つ
と
め
、
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
し
く
み
の
構
築
に
つ
い

て
、
情
勢
に
応
じ
て
地
域
住
民
と
協
議
し
推
進

す
る
よ
う
に
つ
と
め
る
も
の
と
す
る
。

２　

町
民
は
、
共
助
の
精
神
を
も
っ
て
地
域
を

さ
さ
え
る
地
域
住
民
の
一
員
で
あ
る
と
い
う
認

識
の
も
と
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す

る
理
解
を
深
め
、
参
加
お
よ
び
協
力
に
つ
と
め

る
も
の
と
す
る
。

３　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
に
な
う
自
治
会
な

ど
は
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
柔
軟
で
開
か
れ

た
運
営
に
つ
と
め
る
も
の
と
す
る
。

【
解
説
】

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
用
語

「
定
義
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
都
市
社

会
学
の
概
念
に
よ
れ
ば
、
お
互
い
の
顔
が
見
え

る
範
囲
の
住
民
が
、
一
体
感
を
も
っ
て
生
活
す

る
基
礎
的
な
近
隣
社
会
の
こ
と
で
あ
る
が
、
具

体
的
に
は
、
自
治
会
や
地
域
協
議
会
な
ど
を
さ

し
て
い
る
。

○
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
（
自
治
会
、
地
域
協
議

会
、
そ
の
他
）
の
推
進
と
活
性
化
は
、
協
働
に

よ
る
地
域
運
営
の
も
と
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地

域
に
根
ざ
し
た
地
域
の
運
営
が
実
現
す
る
よ

う
、
町
と
地
域
住
民
と
が
信
頼
感
を
も
っ
て
協

力
し
て
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
る
。

○
自
治
会
な
ど
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
あ
っ

て
、
共
助
の
精
神
を
も
っ
て
地
域
を
さ
さ
え
る

地
域
住
民
の
一
員
と
し
て
、
地
区
住
民
の
参
加

が
強
く
求
め
ら
れ
る
。
そ
れ
と
と
も
に
、
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
、
地
域
の
実
状
に
応
じ
て
柔

軟
で
開
か
れ
た
運
営
に
つ
と
め
ら
れ
る
こ
と
へ

の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。

○
町
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
に
、
地
域
担
当
職
員
制
度
な
ど
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
つ
と
め
る
こ
と
が
う
た

わ
れ
て
い
る
。
そ
の
詳
細
は
、
要
綱
な
ど
に
よ

り
定
め
ら
れ
る
。

（
推
進
体
制
）

第
15
条　

町
は
、
参
画
と
協
働
の
推
進
を
は
か

り
、
そ
の
取
り
組
み
を
見
守
る
た
め
の
町
民
か

ら
な
る
推
進
会
議
（
以
下
「
推
進
会
議
」
と
い

う
。）
を
常
設
の
も
の
と
し
て
設
け
る
。

２　

推
進
会
議
は
、
20
人
以
内
を
も
っ
て
組
織

し
、
そ
の
推
進
会
議
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す

る
事
項
は
、
町
長
が
別
に
定
め
る
。

【
解
説
】

○
本
条
で
、
町
や
議
会
が
参
画
と
協
働
を
公
式

に
推
進
す
る
と
と
も
に
、
参
画
と
協
働
を
推
進

す
る
公
式
の
町
民
の
組
織
を
設
け
る
こ
と
を
示

し
て
い
る
。
そ
し
て
、
推
進
会
議
は
、
町
や
議

会
と
の
信
頼
関
係
の
も
と
、
協
業
す
る
精
神
を

根
本
と
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

○
こ
の
会
議
の
役
割
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
が

望
ま
し
い
。

　

①
推
進
会
議
は
、
地
域
懇
話
会
な
ど
で
住
民

と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
は
か
っ
た
上
で

町
民
の
意
見
を
吸
収
反
映
し
、
各
種
の
ま
ち
づ

く
り
活
動
へ
の
参
画
と
協
働
の
推
進
の
実
践
に

つ
と
め
る
。

　

②
推
進
会
議
は
、
条
例
の
見
直
し
に
あ
た
っ

て
、
直
接
な
い
し
は
そ
の
「
子
委
員
会
」
を
通

じ
て
住
民
の
意
見
を
吸
収
し
、
意
見
を
反
映
し

た
見
直
し
案
を
提
言
す
る
。

○
委
員
の
選
出
は
、
各
地
域
各
層
か
ら
の
推
薦

な
い
し
選
出
を
尊
重
す
る
。

○
推
進
会
議
の
組
織
及
び
運
営
な
ど
に
つ
い
て

は
、
規
則
で
別
に
定
め
る
。

　

田
子
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
（
全

文
・
解
説
）
が
必
要
な
方
は
、
役
場
総
務
課

へ
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
りinform

ation

⑤

「
田
子
町
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
〜
第
５
章
〜

北側自治会の労力協力により植栽されたガーリックセンターの花壇
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時
30
分
〜
（
終
了
予
定　

午

後
４
時
）

　

記
念
写
真
希
望
者
は
、
当
日

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
成
人
式
運
営
ス
タ
ッ
フ
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
新
成

人
の
晴
れ
の
姿
を
一
緒
に
お
祝

い
し
ま
せ
ん
か
。

平
成
22
年
田
子
町
成
人
式

▼
と
き　

１
月
10
日
（
日
）
午

後
１
時
〜
（
受
付　

正
午
〜

午
後
０
時
30
分
）

▼
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

▼
内
容

第
１
部　

式
典　

午
後
１
時
〜

第
２
部　

新
成
人
主
催
に
よ
る

祝
賀
パ
ー
テ
ィ
ー 

午
後
２

公
民
館
情
報

■
行
事
等
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
田
子
町
中
央
公
民
館
（
☎

20
‐
７
０
７
０
）
ま
た
は
上
郷
公
民
館
（
☎
33
‐
１
８
１
１
）
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

新
春
書
き
初
め
大
会
開
催

▼
と
き　

１
月
７
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ

　

中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

※
参
加
す
る
人
は
、
午
後
１
時

ま
で
に
公
民
館
に
お
集
ま
り
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
書
き
初
め
終
了
後
映

写
会
を
行
い
ま
す
。

▼
今
年
度
の
課
題

１
年
生
「
こ
お
り
」

２
年
生
「
ふ
じ
山
」

３
年
生
「
日
だ
ま
り
」

４
年
生
「
美
し
い
川
」

５
年
生
「
山
里
の
春
」

６
年
生
「
地
球
を
守
る
」

中
学
生
「
輝
く
世
界
遺
産
」

高
校
・
一
般
「
萬
物
生
光
輝
」

　

詳
し
く
は
、
後
日
配
布
の
チ

ラ
シ
や
Ｔ
Ｃ
Ｖ
放
送
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

▼
と
き　

２
月
７
日
（
日
）

　

正
午
開
演

▼
と
こ
ろ　

タ
プ
コ
ピ
ア
ン
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

▼
賛
助
金　

３
０
０
円
（
高
校
生
以
上
）

▼
出
演
団
体　

リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
舞
踊
研
究
会
、

田
子
神
楽
保
存
会
技
芸
部
、
田
子
詩
吟
会
、

民
謡
愛
好
会
、
新
す
み
れ
会
、
舞
踊
愛
好
会
、

や
ま
ぶ
き
会
、
田
子
平
成
会
、
民
舞
踊
子
す

ず
め
会
、
な
か
よ
し
芸
能
愛
好
会
、
つ
ば
さ

会
、
田
子
町
ナ
ニ

ャ
ド
ヤ
ラ
保
存
会
、

田
子
町
カ
ラ
オ
ケ

愛
好
会
、
青
森
南

部
相
撲
甚
句
会

（
14
団
体
の
予
定
）

※
ご
近
所
お
誘
い

合
わ
せ
の
上
、
ま

た
、
ご
家
族
お
揃

い
で
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

第
32
回
田
子
町
文
化
協
会
芸
能
発
表
会
開
催

（写真上）田子町ナニャドヤラ保存会
（写真下）民舞踊子すずめ会

平
成
22
年
度
公
民
館
講
座

受
講
生
募
集

　

自
主
運
営
公
民
館
講
座
の
受

講
生
を
募
集
し
ま
す
。

　

新
た
に
講
座
を
計
画
し
た

い
、
現
在
の
講
座
を
継
続
し
た

い
等
、
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▼
募
集
期
間　

１
月
４
日（
月
）

〜
２
月
26
日
（
金
）

「
若
い
人
に
お
す
す
め
の

本
」
特
集

　

新
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
二
十
歳
の
皆
さ
ん
は
も

ち
ろ
ん
、
年
齢
を
問
わ
ず
今
年

気
持
ち
を
新
た
に
一
歩
踏
み
だ

そ
う
と
い
う
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な

方
に
お
す
す
め
の
本
を
集
め
て

展
示
・
貸
出
し
ま
す
。
こ
の
機

会
に
図
書
館
を
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

○
神
去
な
あ
な
あ
日
常
／
三
浦

し
を
ん

○
こ
の
世
で
い
ち
ば
ん
大
事
な

「
カ
ネ
」
の
話
／
西
原
理
恵

子
○
半
島
へ
、
ふ
た
た
び
／
蓮
池

薫
○
植
物
図
鑑
／
有
川
浩

○
悼
む
人
／
天
童
荒
太

紙
芝
居
と
本
の
読
み
き
か
せ

▼
日
時　

１
月
９
日
（
土
）
午

後
２
時
15
分
か
ら

▼
場
所　

町
立
図
書
館

▼
内
容　

つ
つ
じ
の
会
に
よ
る

田
子
町
の
昔
話
の
か
み
し
ば

い
な
ど

図
書
館
情
報

２
０
１
０

若
い
人
に
贈
る
読
書
の
す
す
め

成
人
・
卒
業　

新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
た

フ
レ
ッ
シ
ュ
な
あ
な
た
に



　
7 図書館情報・お知らせ

　

ど
な
た
で
も
ご
覧
に
な
れ
ま

す
。
ご
家
族
皆
さ
ん
で
お
楽
し

み
く
だ
さ
い
。

●旅行記
▽オーストラリアで大の字／小栗左多里／297オ
●学校
▽通信教育の大学・短大・大学院案内2010-2011年度
用／379ツ

●健康
▽毒を出す生活ためる生活／蓮村誠／498ハ
●料理
▽いいことずくめの長いもレシピ／石原結實／596イ
▽ホットケーキミックスRecipe／下迫綾美／596シ
▽全部250kcal 以下の楽やせおかず／596ゼ
●コミック
▽毎日かあさん５／黒潮家族編／西原理恵子／726サ
●時代小説・ミステリーなど
▽秘密への跳躍／赤川次郎／913ア
▽なでしこ御用帖／宇江佐真理／913ウ
▽巡査の休日／佐々木譲／913サ
▽十津川警部西伊豆変死事件／西村京太郎／913ニ
▽十津川警部南紀・陽光の下の死者／西村京太郎／913ニ
▽ゼロの焦点／松本清張／913マ
▽江戸悪党改め役／森村誠一／913モ
●そのほかの小説
▽６ＴＥＥＮ／石田衣良／913イ
▽チッチと子／石田衣良／913イ
▽まほろ駅前番外地／三浦しをん／913ミ
▽三人暮らし／群ようこ／913ム
▽宵山万華鏡／森見登美彦／913モ
▽天に堕ちる／唯川恵／913ユ
▽悪霊の島／上下巻／スティーヴン・キング／933キ
●エッセイなど
▽メス化する男たちオス化する女たち／渡辺淳一／914メ
▽筆談ホステス67の愛の言葉／斉藤里恵／916サ

図
書
館
お
や
す
み
カ
レ
ン
ダ
ー

▼
色
の
濃
い
日
が
休
館
日
で
す
。

図
書
館
の
開
館
時
間

　

水
〜
土 

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

　

日
曜
日 

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

図
書
館
休
館
日

毎
週
月
曜
日
・
火
曜
日
・
祝
日
・

第
４
木
曜
日
（
館
内
整
理
日
）

年
末
年
始
休
館
日
12
／
28
（
月
）

〜
１
／
５
（
火
）

　

田
子
町
立
図
書
館☎

20
‐
７
２
２
１

１
月
の
図
書
館
行
事

▼
１
／
９
（
土
）
午
後
２
時

読
書
マ
ラ
ソ
ン
表
彰
式

▼
１
／
13
（
水
）

赤
ち
ゃ
ん
絵
本
の
紹
介
／
せ
せ
ら

ぎ
の
郷

▼
１
／
23
（
土
）
午
前
10
時
30
分

本
の
読
み
き
か
せ
と
と
し
ょ
か
ん

ク
ラ
ブ
「
節
分
」
の
折
り
紙
づ
く
り

▼
１
／
23
（
土
）
〜

古
雑
誌
・
古
本
お
持
ち
帰
り
コ
ー

ナ
ー 図

書
館
休
館
中
の
本
の
返

却
に
つ
い
て
お
願
い

　

12
月
28
日
（
月
）
か
ら
１
月

５
日
（
火
）
ま
で

は
年
末
年
始
休
館

日
と
な
り
ま
す
。

こ
の
期
間
は
な
る

べ
く
図
書
館
ブ
ッ

ク
ポ
ス
ト
へ
本
の

返
却
を
な
さ
ら

ず
、
１
月
６
日

（
水
）
以
降
の
ご

返
却
を
お
願
い
し

ま
す
。

お
知
ら
せ

平
成
22
年
度
保
育
園
入
園

児
童
募
集

　

平
成
22
年
４
月
入
園
児
を
募

集
し
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

　

田
子
保
育
園　

１
２
０
名

　

上
郷
保
育
園　

60
名

▼
対
象
児
童　

平
成
22
年
４
月

１
日
現
在
で
満
５
歳
以
下
の

児
童　

▼
入
園
申
込
に
必
要
な
も
の

①
入
園
申
込
書

②
平
成
21
年
分
の
源
泉
徴
収
票

の
写
し
、
ま
た
は
確
定
申
告

書
の
写
し
（
提
出
後
、
所
得

状
況
が
変
更
に
な
っ
た
場
合

は
、
必
ず
ご
連
絡
願
い
ま
す
）

③
保
護
者
の
就
労
証
明
、
自
営

の
場
合
は
地
区
担
当
民
生
委

員
の
意
見
書

④
口
座
振
替
申
込
書
（
新
規
及

び
口
座
を
変
更
す
る
方
）

※
現
在
入
園
し
て
い
て
、
引
き

続
き
入
園
を
希
望
す
る
場
合
も

申
し
込
み
が
必
要
で
す
。　

▼
保
育
料　

平
成
21
年
分
の
所

得
税
か
、
平
成
21
年
度
町
民
税

の
有
無
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

１
月
12
日
（
火
）
〜
１
月
29

日
（
金
）
※
期
限
厳
守
で
お
願

い
し
ま
す

▼
申
込
受
付　

役
場
福
祉
課

　

申
込
用
紙
は
、
福
祉
課
と
各

保
育
園
に
あ
り
ま
す
。

問
役
場
福
祉
課　

☎
20
‐
７
１

１
９

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め

な
い
と
ど
う
な
る
の

　
「
年
金
」
と
い
う
と
「
お
年

寄
り
の
た
め
の
も
の
」
と
思
い

 

●
田
子
町
の
方
言
で
語
り
ま
す



8お知らせ

が
ち
で
す
が
、
若
い
人
に
と
っ

て
も
意
外
と
身
近
な
も
の
で

す
。
老
後
だ
け
で
な
く
、
万
が

一
の
と
き
に
も
あ
な
た
や
あ
な

た
の
ご
家
族
を
し
っ
か
り
サ
ポ

ー
ト
し
て
く
れ
る
の
が
国
民
年

金
な
ど
の
公
的
年
金
で
す
。

　

国
民
年
金
の
給
付
の
種
類
は

大
き
く
分
け
て
３
種
類
で
す
。

基
本
的
に
、
65
歳
に
な
っ
た
と

き
に
支
給
さ
れ
る
「
老
齢
基
礎

年
金
」
の
ほ
か
、
ケ
ガ
や
病
気

に
よ
り
日
常
生
活
に
一
定
程
度

以
上
の
支
障
が
あ
る
場
合
に
支

給
さ
れ
る
「
障
害
基
礎
年
金
」、

妻
と
子
を
残
し
て
夫
が
亡
く
な

っ
た
場
合
な
ど
に
支
給
さ
れ
る

「
遺
族
基
礎
年
金
」
が
あ
り
ま

す
。

　

保
険
料
を
納
め
な
い
ま
ま
で

い
ま
す
と
「
老
齢
基
礎
年
金
」

の
年
金
額
が
少
な
く
な
っ
た

り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
年
金
を

受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
が
、「
障
害
基
礎
年
金
」

や
「
遺
族
基
礎
年
金
」
も
受
け

ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
の
年
金
は
、
保
険

料
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
期
間
の
う
ち
、
基
準
以
上
の

「
保
険
料
未
納
期
間
」
が
あ
れ

ば
受
給
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

保
険
料
の
納
付
に
は
、
納
め

忘
れ
を
防
ぎ
、
便
利
で
お
得
な

「
口
座
振
替
」
や
「
前
納
制
度

（
ま
と
め
て
前
払
い
）」
が
あ
り

ま
す
し
、
も
し
、
経
済
的
な
理

由
な
ど
で
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
「
保
険
料
免
除
制

度
」、30
歳
未
満
の
方
に
は
「
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
」、
学
生

の
方
に
は｢

学
生
納
付
特
例
制

度｣

が
あ
り
ま
す
。「
保
険
料

免
除
制
度
」、「
若
年
者
納
付
猶

予
制
度
」、「
学
生
納
付
特
例
制

度
」
を
ご
利
用
さ
れ
た
場
合
、

そ
の
期
間
は
、
い
わ
ゆ
る
「
保

険
料
未
納
期
間
」
と
は
区
別
さ

れ
、「
受
給
資
格
期
間
」
と
さ

れ
ま
す
の
で
、
年
金
の
受
給
権

の
確
保
に
有
効
で
す
。

　
「
保
険
料
未
納
期
間
」
を
作

ら
な
い
よ
う
、
口
座
振
替
や
前

納
制
度
、
保
険
料
免
除
制
度
な

ど
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
が
送
付
さ
れ
ま
す

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
・
共

済
組
合
な
ど
の
老
齢
年
金
や
退

職
年
金
は
、
所
得
税
法
で
「
雑

所
得
」
と
さ
れ
、
所
得
税
の
課

税
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収
票

平成22年度田子町臨時職員の
募集（登録）について

　町では、平成22年度臨時職員を次のとおり募集しますので、
希望される方は必要書類を添えて期日までにお申し込みください。
　なお、お申し込みいただいた方は、平成22年度田子町臨時職
員登録簿に登載され、任用期間が決定し次第、その都度ご連絡
いたします。
▼募集人員及び職種

職種 任用予定人員 資格等 年齢要件 勤務地

事務補助員 若干名 高校卒業（平成21年
度卒業見込み含む） 70歳以下

（平成22
年4月1日
現在）
ただし、
パートタイ
ムについて
は除外

田子町

運転手（大型）
（大型特殊） 若干名 第１種大型・大型特殊

自動車運転免許必要

保　育　士 若干名 保育士資格

幼稚園教諭 若干名 幼稚園教諭資格

調　理　員 若干名 調理師免許

介　護　員 若干名

清　掃　員 若干名

▼募集期間（平成22年４月採用分）
　１月４日（月）～２月26日（金）
　（郵送の場合は、２月26日必着とする）
▼応募先及び問い合わせ先　田子町役場総務課総務グループ
　〒039-0292 三戸郡田子町大字田子字天神堂平81
　☎３２‐３１１１　内線213
▼応募に必要な書類
①平成22年度田子町臨時職員登録申請書
　※用紙は総務課にあります
②履歴書
③健康診断書（保育園勤務の保育士、調理員または清掃員と幼
稚園教諭、診療所及び老健の介護員をご希望の方は、公立医
療機関発行の健康診断書が必要です）

▼登録有効期間　平成22年４月１日～平成23年３月31日（１年間）
▼勤務条件等
◎賃金　日給　5,600円～（事務補助員の場合）
◎通勤費　支給・有（ただし一定の条件を満たす場合）
◎勤務時間　午前８時15分から午後５時まで（ただし勤務の特
殊性により、これにより難い場合は雇用の都度、別に定めるこ
とになります）

◎勤務を要しない日　週休日（日曜日、土曜日）、祝日、年末年
始（ただし勤務の特殊性により、これにより難い場合があり
ます）

◎休暇　年次有給休暇・有　特別休暇・有
◎社会保険の適用　一定の要件を満たす場合は、原則として社
会保険及び雇用保険に加入しなければなりません。

▼その他
①田子町臨時職員登録簿は、田子町役場全般・田子町教育委員
会・町立田子診療所・老健たっこ・田子町水道企業等に有効
です。

②就職等により、登録の抹消を希望する場合はご連絡願います。
③上記の募集期間以外でも登録は随時受け付けております。
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は
、
こ
れ
ら
の
年
金
を
受
け
て

い
る
方
に
、
昨
年
中
に
支
払
っ

た
年
金
額
や
、
年
金
か
ら
差
し

引
い
た
所
得
税
額
な
ど
を
お
知

ら
せ
す
る
も
の
で
、
毎
年
１
月

中
に
送
付
さ
れ
ま
す
。

　

複
数
の
年
金
を
受
け
て
い
た

り
、
年
金
以
外
の
所
得
の
あ
る

方
は
、
確
定
申
告
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
外
に

も
医
療
費
等
の
控
除
を
受
け
る

方
は
、
こ
の
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
を
税
務
署
等
へ
提
出

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、

紛
失
し
な
い
よ
う
お
気
を
つ
け

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
万
が
一
、
公
的
年
金

等
の
源
泉
徴
収
票
を
紛
失
し
た

り
、
２
月
に
な
っ
て
も
送
付
さ

れ
な
い
場
合
は
、
再
発
行
い
た

し
ま
す
の
で
、「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

◆
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
‐
05
‐
１
１
６
５

※
Ｉ
Ｐ
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
か
ら
は

「
☎
０
３
‐
６
７
０
０
‐
１
１

６
５
」
に
お
電
話
く
だ
さ
い
。

※
例
年
、
確
定
申
告
の
時
期
が

近
づ
き
ま
す
と
再
発
行
の
依
頼

が
急
増
し
ま
す
。
再
発
行
さ
れ

る
ま
で
に
は
し
ば
ら
く
お
時
間

を
い
た
だ
き
ま
す
の
で
ご
了
承

願
い
ま
す
。

　

な
お
、
障
害
年
金
や
遺
族
年

金
に
は
所
得
税
が
課
税
さ
れ
ま

せ
ん
の
で
、
公
的
年
金
等
の
源

泉
徴
収
票
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。

問
役
場
福
祉
課
地
域
福
祉
グ
ル

ー
プ
☎
20
‐
７
１
１
９

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人

名
簿
登
載
申
請
書
の
提
出

●
提
出
期
限
は
１
月
８
日
（
金
）

　

農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名

簿
は
、
毎
年
皆
さ
ん
の
申
請
に

基
づ
い
て
調
製
さ
れ
て
お
り
ま

す
。
こ
の
申
請
が
な
い
と
、
選

挙
資
格
が
あ
っ
て
も
選
挙
人
名

簿
に
登
載
さ
れ
ず
、
農
業
委
員

会
委
員
選
挙
の
際
に
投
票
で
き

な
く
な
り
ま
す
の
で
、
資
格
の

あ
る
方
は
忘
れ
ず
に
申
請
書
を

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
選
挙
資
格

　

次
の
条
件
を
す
べ
て
満
た
し

て
い
る
こ
と
。

◎
平
成
22
年
１
月
１
日
現
在
で

田
子
町
に
住
所
を
有
す
る
者

◎
平
成
２
年
４
月
１
日
以
前
に

生
ま
れ
た
者

◎
10
ア
ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ

き
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
、
お

よ
び
耕
作
の
業
務
を
営
む
者
の

同
居
の
親
族
ま
た
は
そ
の
配
偶

者
で
あ
っ
て
、
年
間
お
お
む
ね

60
日
以
上
耕
作
に
従
事
す
る
者

▼ いずれも、収集日の朝８時までに出してください。 ▼

●新聞紙・チラシ、段ボール、雑誌類　収集日：毎月第２土曜日
◎新聞紙・チラシの出し方
　新聞紙とチラシは一緒でもかまいません。ひ
もで十字に束ねて、出してください。
◎段ボールの出し方
　電化製品や日用品が入っていた段ボールを回
収します。（箱に特殊な加工等をしていないもの）
　ひもで十字に束ねて、朝８時までに出してください。
　段ボールとは、「波状に加工した紙を表裏の紙で挟んで接着した
もの」です。今までに、紙箱・紙袋・包装紙などが出されていまし
たが、これらは段ボールではありません。紙箱・紙袋・包装紙など
は、必ず指定袋に入れて燃えるごみに出してください。
◎雑誌類の出し方
　雑誌類は、週刊誌、漫画本、文庫本、絵本、百科事典等の堅表紙
の本、通販カタログ等です。ビニール等に入っているものは必ず中
身だけを出し、ひもで十字に束ねて、朝８時までに出してください。
※紙類に係るお願い
　まとめる際に、ガムテープを使用したり、袋に入れたりしないで
ください。また、紙類は水に濡れると資源になりません。収集日が
雨の日は、次回収集日に出しましょう。
　どうしても紙類収集日以外に出したい場合は、必ず指定袋に入れ
て燃えるごみに出してください。

●ペットボトル　収集日：毎月第４土曜日
◎ペットボトルの出し方
①キャップをはずし、ラベルはなるべくはがす。
（キャップおよびラベルは、燃えるごみへ）
②洗って乾かす。ぺットボトルは、つぶしてもつぶ
さなくてもかまいません。（悪臭の防止、リサイク
ル品質向上のため）
③中身の確認できる袋に入れて朝８時までに出す。
（中身がペットボトルだと確認できる袋であれば、指定のごみ袋で
なくてもかまいません）

○ リサイクルできるもの
←←このマークが付いたものは出せます。

　清涼飲料用（炭酸飲料、果汁飲料、スポーツ飲料、お茶など）
　酒類用（日本酒、焼酎、ウイスキー、本みりんなど）
　しょうゆ用（しょうゆ）

× リサイクルできないもの
←←このマークが付いたものは燃えるごみへ。

　調味料用（ドレッシング、つゆ、ソースなど）
　食用油用（サラダオイルなど）
　非食品用（洗剤、シャンプー、化粧品、医薬品など）

問 役場町民課住民環境グループ  ☎２０－７１１３

めざせ！リサイクル率アップ
資源物の収集にご協力を！



10お知らせ

　

な
お
、
青
森
県
で
働
く
全
て

の
労
働
者
及
び
使
用
者
に
適
用

さ
れ
る
「
青
森
県
最
低
賃
金
」

は
、
平
成
21
年
10
月
１
日
よ
り

時
間
額
６
３
３
円
に
改
正
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
青
森
労
働
局
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
に
な

れ
ま
す
。http://w

w
w
.aom

ori.plb.go.jp/

w
w
w
.pref.aom

ori.lg.jp/

あ
お
も
り
情
報
ビ
ジ
ネ
ス
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イhttp://w

w
w
.aom

ori-ibz.jp/

青
森
県
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
改
正
の
お
知
ら
せ

　

青
森
県
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
、
平
成
21
年
12
月
21

日
よ
り
、
以
下
の
と
お
り
改
正

さ
れ
ま
す
。（
い
ず
れ
も
時
間
額
）

◆
鋼
鉄
業
↓
７
５
４
円

◆
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電

子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情

報
通
信
機
械
器
具
製
造
業

↓
６
９
３
円

◆
各
種
商
品
小
売
業↓

６
８
８
円

◆
自
動
車
小
売
業
↓
７
２
５
円

施
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
方
法

　

県
か
ら
委
託
を
受
け
た
事
業

者
が
、
研
修
会
等
を
随
時
開
催

す
る
ほ
か
、
ご
相
談
に
応
じ
て

個
別
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

◎
サ
ポ
ー
ト
例
示

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し

た
情
報
発
信
の
た
め
の
研
修

指
導

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
効
果

的
に
活
用
す
る
た
め
の
知
識

や
技
術
の
研
修
指
導

・
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
プ
経
営
の
た

め
の
知
識
や
技
術
の
研
修
指

導
・
そ
の
他
Ｉ
Ｔ
活
用
に
関
す
る

相
談
指
導

▼
対
象

　

県
内
に
事
務
所
や
事
業
所
を

有
す
る
者
で
、
Ｉ
Ｔ
の
活
用
を

希
望
す
る
者

▼
経
費
負
担　

無
料

問
青
森
県
商
工
労
働
部
新
産
業

創
造
課
情
報
産
業
振
興
グ
ル
ー

プ
☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
９
４

１
８
FAX
０
１
７
‐
７
３
４
‐
８

１
１
５

※
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
、
次

の
サ
イ
ト
で
も
ご
確
認
で
き
ま

す
。

青
森
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジhttp://

▼
配
付
お
よ
び
回
収
方
法

　

各
地
区
の
行
政
連
絡
事
務
担

当
者
の
方
に
配
付
と
回
収
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
。
な
お
、
回

収
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
方
は

そ
の
ま
ま
に
せ
ず
、
期
限
ま
で

に
個
別
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

　

選
挙
資
格
が
あ
る
方
で
申
請

書
が
配
付
さ
れ
な
か
っ
た
方
、

紛
失
し
た
と
い
う
方
は
農
業
委

員
会
事
務
局
ま
た
は
各
地
区
の

行
政
連
絡
事
務
担
当
者
に
お
申

し
出
く
だ
さ
い
。

　

書
き
方
に
つ
い
て
は
、
申
請

書
と
一
緒
に
配
付
さ
れ
て
い
る

記
載
例
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
不

明
な
点
は
農
業
委
員
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
田
子
町
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
20
‐
７
１
２
０

Ｉ
Ｔ
活
用
サ
ポ
ー
タ
ー

活
動
事
業

　

青
森
県
で
は
、
東
北
新
幹
線

全
線
開
業
効
果
の
波
及
を
図
る

た
め
、
情
報
発
信
や
ネ
ッ
ト
シ

ョ
ッ
プ
の
開
設
な
ど
Ｉ
Ｔ
の
活

用
に
必
要
な
知
識
や
技
術
を
指

導
し
、
そ
の
実
践
ま
で
を
支
援

す
る
こ
と
を
目
的
に
、
Ｉ
Ｔ
活

用
サ
ポ
ー
タ
ー
活
動
事
業
を
実

農地の賃借料情報
　今月施行された農地法の改正に伴い、現行の標準小作料制度が廃止さ
れることから、これに代わるものとして賃借料情報を提供することとな
りました。したがって、田子町賃借料情報を次のとおり作成しましたの
で、賃貸借契約の目安としてご利用ください。
　平成20年１月から12月までに締結（公告）された賃貸借における賃
借料水準（10a当たり）は、以下のとおりとなっております。

【田（水稲）の部】 単位：円

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

田子町全域
基盤整備地域 9,400 15,000 5,100 8

未整備地域 8,600 8,900 8,300 4

(参考 )田子町平均 9,100 12

【畑（樹園地を除く）の部】 単位：円

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

田子町全域　葉たばこ 26,800 28,600 25,000 2

田子町全域　にんにく 26,700 30,000 20,000 3

田子町全域　普通畑  8,000 8,000 8,000 2

【畑（樹園地）の部】  単位：円

締結（公告）された地域名 平均額 最高額 最低額 データ数

田子町全域　りんご － － － －

※１ データ数は、集計に用いた筆数である。
※２ データのないところは「－（ハイフン）」で示している。
※３ 金額は、算出結果を四捨五入し100円単位としている。
※４ 「（参考）田子町平均」の平均額は、各区分の平均値（四捨五入前）をデータ数
により加重平均した値である。
問田子町農業委員会事務局☎２０－７１２０
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■
警
察
署
コ
ー
ナ
ー

●
路
上
駐
車
は
や
め
よ
う

　

本
格
的
な
降
雪
シ
ー
ズ
ン
に

入
り
ま
す
が
、
降
雪
の
多
い
時

に
は
夜
間
、
早
朝
か
ら
除
雪
作

業
が
行
わ
れ
ま
す
。
路
上
へ
の

駐
車
は
除
雪
作
業
の
妨
げ
に
な

る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
付
近
の

除
雪
も
で
き
な
い
こ
と
が
あ

り
、
み
ん
な
に
迷
惑
を
か
け
る

結
果
と
な
り
ま
す
。
一
台
だ
け

な
ら
と
思
わ
ず
路
上
駐
車
は
や

め
ま
し
ょ
う
。

●
１
月
10
日
は
１
１
０
番
の
日

　

わ
た
し
た
ち
の
町
の
安
全
・

安
心
１
１
０
番　

あ
わ
て
ず
、

落
ち
着
い
て

◇
何
が
あ
っ
た
（
事
件
・
事
故
）

◇
ど
こ
で
（
場
所
）

◇
い
つ
（
今
、
何
分
前
）

◇
犯
人
は
（
人
相
、
特
徴
な
ど
）

◇
状
況
（
被
害
や
怪
我
な
ど
）

◇
あ
な
た
の
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号

　

大
切
な
電
話
、

　
　

い
た
ず
ら
は
や
め
よ
う

▼
三
戸
警
察
署

　

田
子
警
察
官
駐
在
所

■
消
防
署
コ
ー
ナ
ー

●
明
る
く
楽
し
い
年
末
・
年
始

を
迎
え
る
た
め
に
！

　

火
を
取
り
扱
う
機
会
が
増

え
、
何
か
と
慌
た
だ
し
く
な
る

こ
の
時
期
、
三
戸
消
防
署
田
子

分
署
で
は
、
12
月
20
日
か
ら
１

月
10
日
ま
で
の
間
、
警
戒
体
制

を
強
化
し
ま
す
。
各
家
庭
に
お

き
ま
し
て
、
次
の
こ
と
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

○
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
に
は
、
燃

え
や
す
い
も
の
を
置
か
な

い
。

○
寝
た
ば
こ
は
、
絶
対
や
め
る
。

○
ガ
ス
こ
ん
ろ
な
ど
の
そ
ば
を

離
れ
る
と
き
は
、
必
ず
火
を

消
す
。

○
逃
げ
遅
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置

す
る
。

○
寝
具
、
衣
類
及
び
カ
ー
テ
ン

か
ら
の
火
災
を
防
ぐ
た
め

に
、
防
炎
品
を
使
用
す
る
。

○
火
災
を
小
さ
い
う
ち
に
消
火

す
る
た
め
に
、
消
火
器
を
設

置
す
る
。

○
お
年
寄
り
や
身
体

の
不
自
由
な
人
を

守
る
た
め
に
、
隣

近
所
の
協
力
体
制

を
つ
く
る
。

▼
三
戸
消
防
署　

田
子
分
署

情報スクランブル

『
必
ず
チ
ェ
ッ
ク  

最
低
賃
金
！

　
　
　

使
用
者
も
、
労
働
者
も
』

問
青
森
労
働
局
労
働
基
準
部
賃

金
室
☎
０
１
７
‐
７
３
４
‐
４

１
１
４
FAX
０
１
７
‐
７
３
４
‐

５
８
２
１

平
成
22
年
度
「
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
」
の
募
集

　

東
北
森
林
管
理
局
は
、
国
有

林
の
管
理
・
経
営
に
皆
さ
ん
の

声
を
役
立
て
て
い
く
た
め
、
モ

ニ
タ
ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
員　

48
人

▼
募
集
期
間

　

１
月
４
日（
月
）〜
31
日（
日
）

▼
任
期　

平
成
22
年
４
月
〜
平

成
23
年
３
月

▼
内
容　

ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回

答
、
国
有
林
モ
ニ
タ
ー
会
議
へ

の
出
席

　

応
募
資
格
、応
募
方
法
な
ど
、

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

問
東
北
森
林
管
理
局
国
有
林
モ

ニ
タ
ー
係
☎
０
１
８
‐
８
３
６

‐
２
２
７
４
FAX
０
１
８
‐
８
３

６
‐
２
０
３
１

http://w
w
w
.rinya.m

aff.go.
jp/tohoku/

ひ
ょ
う
た
ん
で
押
さ
え
た
う
な
ぎ
妻
に
す
る 

西
村
吐
夢
（
務
）

運
行
表
に
な
い
電
車
に
乗
っ
て
い
る 

石
亀
ひ
ろ
み
（
碩
良
）

坊
主
に
な
っ
て
詫
び
る
姿
に
嘘
は
な
い 

松
橋
良
則

墨
衣
一
と
筆
画
き
で
も
凛
と
す
る 

森
田
榮
子

介
護
す
る
家
族
に
休
日
な
ど
は
な
い 

中
村
春
太
（
春
雄
）

姉
さ
ん
に
虫
が
つ
く
の
を
待
つ
家
族 

鳴
滝
笑
美
子

い
が
栗
の
割
れ
目
か
ら
実
が
こ
ぼ
れ 

蹴
揚　

舞
（
惠
子
）

半
分
に
分
け
た
つ
も
り
で
に
ら
め
ら
れ 

　

荷
軽
井
光
生

ス
リ
ッ
ト
が
き
わ
ど
い
で
す
よ
チ
ャ
イ
ナ
服 

中
村
与
志

青
立
ち
の
稲
を
眺
め
て
な
み
だ
ぐ
む 

浅
沼
え
み

少
年
の
夢
を
こ
わ
す
な
兜
虫 

岩
間
十
三
男

海
鳴
り
に
負
け
じ
と
叫
ぶ
ば
か
や
ろ
う 

大
島
千
枝

朝
顔
が
夜
に
咲
い
た
ら
わ
た
し
で
す 

笹
田
か
な
え

玄
関
に
笑
顔
一
輪
活
け
て
お
く 

坂
上
た
い
ら
（
實
）

女
に
は
お
ん
な
の
南
十
字
星 

宮
村　

玉
（
武
彦
）

あ
そ
び
半
分
ま
だ
人
生
は
終
わ
ら
な
い 

北
村
吾
朗
（
已
起
男
）

タプコピアン文芸
あさひな川柳吟社（代表　北村已起男）

川
柳
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●
豊
か
な
体
験
活
動

　

今
年
度
は
、
文
部
科
学
省
委

託
事
業
の
「
豊
か
な
体
験
活
動

推
進
事
業
」
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
そ
の
中
で
子
ど

も
た
ち
は
、
た
く
さ
ん
の
感
動

あ
る
体
験
を
と
お

し
て
、
様
々
な
仕

事
に
携
わ
っ
て
い

る
人
々
の
努
力
や

最
後
ま
で
取
り
組

む
こ
と
の
大
切
さ

を
感
じ
取
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、
お
世
話
を

し
て
く
だ
さ
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
伝
え
た

り
、
お
礼
の
お
手

紙
を
書
く
学
習
な

ど
が
で
き
ま
し
た
。

　

特
に
、
４･

５

年
生
が
参
加
し
た

黒
石
市
を
訪
問
し

て
の
民
泊
で
の
２

拍
３
日
で
の
宿
泊

体
験
学
習
で
は
、

り
ん
ご
研
究
所
の

見
学
の
後
、
各
家

庭
ご
と
で
の
農
業

体
験
、
共
同
調
理
、
金
魚
ね
ぶ

た
づ
く
り
、
炭
焼
き
体
験
、
ね

ぷ
た
運
行
、
ダ
ム
資
料
館
・
こ

け
し
館
見
学
な
ど
を
楽
し
み
な

が
ら
多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
の
活
動
で
は
、

子
ど
も
た
ち
が
３
〜

４
人
の
グ
ル
ー
プ
で

活
動
し
、
自
分
の
力

や
言
葉
で
交
流
を
深

め
、
一
つ
ひ
と
つ
の

体
験
を
上
郷
や
田
子

町
と
比
べ
な
が
ら
、

そ
の
違
い
や
共
通
点

を
考
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
民
泊
を
と

お
し
て
は
、
あ
い
さ

つ
や
食
事
の
マ
ナ

ー
、
整
理
整
頓
な
ど

の
面
で
、
普
段
自
分

の
家
で
甘
え
て
い
る

部
分
に
も
気
づ
く
こ

と
が
で
き
、
自
分
の

こ
と
を
自
分
か
ら
進

ん
で
行
う
こ
と
の
大

切
さ
な
ど
も
感
じ
取

る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

学
校
の
話
題　

 

上
郷
小
学
校

誕生
●吉田心

ここな

絆（大樹・秋美）／雀ヶ平
※（　）内はご両親、“／”のあとは行政区です

結婚
●　個人情報保護のため掲載を省略しています

お悔やみ
●木村なほ（93歳）嘉沢
●中村　操（74歳）西舘野
●原　良子（59歳）七日市
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
●　個人情報保護のため掲載を省略しています
※（　）内は享年、（　）のあとは行政区です

町
の
人
口

平
成
21
年
11
月
30
日
現
在

世帯数／2289（－３）
人口／6806（－３）
男／3300（－２）
女／3506（－１）

（　）内は前月比です

1月の主な保健・介護予防事業予定表
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●1月4日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●1月5日（火）
　結果説明会（せせらぎの郷）
　午前10:00～11:30、午後1:00～3:30
●1月6日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
　結果説明会（せせらぎの郷）午後1:00～4:00
●1月7日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
●1月8日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●1月12日（火）
　乳がん検診
　（せせらぎの郷）正午～午後1:00
●1月13日（水）
　乳児健診（せせらぎの郷）午前9:30～11:30
●1月14日（木）
　あぶらを上手にとる教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●1月15日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
●1月18日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00

●1月21日（木）
　デイケア（せせらぎの郷）午前9:30～午後1:00
　野菜をもっと食べる教室
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
●1月22日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　子宮がん検診
　（せせらぎの郷）正午～午後1:00
●1月25日（月）
　生きがい倶楽部
　（せせらぎの郷）午前10:00～午後2:00
　元気たべもの教室
　（上郷保育園）午前11:00～11:30
●1月26日（火）
　元気たべもの教室
　（上郷保育園）午前9:00～11:00
●1月27日（水）
　個別接種（せせらぎの郷）午前9:30～10:00
●1月28日（木）
　元気たべもの教室
　（田子保育園）午前11:00～11:30
　魚をもっと食べる教室
　（せせらぎの郷）
●1月29日（金）
　認知症予防教室
　（せせらぎの郷）午後1:30～3:30
　生きがい倶楽部
　（上郷公民館）午前10:00～午後2:00
　元気たべもの教室
　（田子保育園）午前9:00～11:00
　糖尿病予防教室
　（せせらぎの郷）午前11:00～午後1:00

健康・介護に関する
ご相談はせせらぎの郷へ

☎20-7100

ねぷたの運行体験 金魚ねぶたの絵付け体験 きゅうりの収穫作業


